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丘陵をつくる河原の石ころ
　多治見は周囲を丘陵に囲まれた盆地です。多治見
の南北の丘陵の高さはほぼ同じで、開発されて住宅
団地やゴルフ場になっているところが多くあります。
こうした丘陵上部の平坦地は土岐面と呼ばれ、土岐
砂礫層という地層でできています。土岐砂礫層は、
多治見から中津川にかけての丘陵部に広く分布して
います。

　土岐砂礫層
は、今から数百
万年前、古木曾
川とよばれる大
きな川によって
運ば れた石こ
ろや砂、粘土な
どによってでき
ています。丘陵を削った崖で、茶色の丸い石ころが見
えたらそれが土岐砂礫層です。数センチ～数十センチ
の丸い石ころが多く見られます。土岐砂礫層に入って
いる石ころで一番多いのは、チャートと呼ばれる硬い
石です。そして、時折、スコップで削れるほど柔らかく
なった石ころが入っていることがあります。これは、く
さり礫と呼ばれ、土岐砂礫層が現在の川よりもずっと
古い川によってできた地層であるという証拠です。

（石ころクラブ 安藤善之）△小名田町の土岐砂礫層。▲で示す白っぽい曲線は昔の河床の跡

▲笠原町の土岐砂礫層。白い部分がくさり礫

さ  れき  そう

こ 　 き 　 そ

よし

保健センター  西尾（淑）　TEL 25-3725

～たじみ産秋野菜レシピ～

ブロッコリーとエビの香り炒め
エネルギー
1人分98kcal
塩分相当量0.5g

❶ブロッコリーは洗って小房に切り分け、株の部分
は皮をむいて短冊に切る。タマネギは皮をむいて
薄切りにする。ニンニクは皮をむいて薄切り、赤唐
辛子は種をとり、水につけてから輪切りにする。
❷湯を沸かしブロッコリーをさっとゆでる。
❸むきエビは楊枝で背ワタをとる。
❹フライパンにオリーブ油、ニンニク、赤唐辛子を入
れて、弱火にかけ、ニンニクの香りが出たらむきエ
ビを入れて両面を焼く。タマネギを加えて炒め、
ブロッコリーも加えてさっと炒める。
❺塩・こしょうで味を調え、器に盛る。

〈作り方〉

〈材料／4人分〉
・ブロッコリー
・タマネギ
・むきエビ
・ニンニク

・・小1個
・・・・・1/2個
・・・・・200ｇ
・・・・・・・・1片

・赤唐辛子
・オリーブ油
・塩
・こしょう

・・・・・・・1本
・・大さじ1

・・・・・・・・・・・・少々
・・・・・・・少々

たじみ健康

毎食野菜を食べよう

～ブロッコリーの効能～

　ブロッコリーはビタミンやミネラルを豊富に含んだ緑黄色
野菜です。皮膚や粘膜の抵抗力を高める働きのあるビタミン
Aは、風邪などを防ぐ効果が期待できます。またビタミンCや
Eも豊富で、肌の調子を整えたり老化を防いだり、疲労回復
の効果が期待できます。葉酸、ビタミンB1、鉄も豊富で、貧血
予防・改善の成分を含んでいます。ブロッコリーに含まれるカ
ロテンは油と一緒にとると吸収がよくなり、体内でビタミンA
にかわります。炒め物やオイルタイプのドレッシングをかけ
たサラダ、ごま和えなどにすると、効果的にとれます。

時  代  を つ  む ぐ 男  と 女
くらし人権課　伊藤　TEL 22-1128

　内閣府は、毎年11月12日から25日までを
「女性に対する暴力をなくす運動」週間として
います。今回は「ドメスティック・バイオレンス」
（以下DV）に関するお話です。
　DVというと、夫が妻に対して振るう暴力を
イメージしがちですが、正しくは配偶者や恋
人、パートナーなど親密な関係にある人から振
るわれる暴力全般を指します。叩く、蹴るだけ
でなく、暴言を吐く、殴るふりや無視をする「精
神的暴力」や、外出や友人、親族などの付き合
いを制限する「社会的隔離」など「力」で相手を
支配しようとする行為です。
　男性より女性の方が被害に遭う可能性が高
い理由として、「男性は仕事、女性は家庭」と
いった男女の固定的役割分担意識や経済的
格差などの問題が要因になっています。
　暴力により被害者が受ける身体的ストレス
は、風船のようにどんどん膨らんでいきます。
　一人で我慢したり、悩んだりせず、信頼でき

る人に話すか、下記の相談窓口を利用してください。ま
た、身近で被害を受けている人がいれば、迷わず声をか
けるようにしましょう。
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女性相談
相談 電話番号

配偶者暴力相談支援センター
女性相談センター
男女共同参画プラザ

TEL23-5609（市役所子ども支援課）
TEL23-1111（東濃県事務所福祉課）
TEL058-274-7377（県）
TEL058-278-0858（県）

▲開設時間など詳細は問い合わせください

　暴力、性犯罪、ストーカー行為など、女性に対するあ
らゆる暴力を根絶するた
め、全国各地で啓発運動
を行います。多治見市で
は11月20日から25日ま
で駅北庁舎を紫色にライ
トアップします。 ▲駅北庁舎ライトアップの様子

11月12日～25日

たた

　多治見市は平成28年度に第8次行政改革大綱
を策定し、全国平均より約2割（市民一人当たりの
延床面積ベース）多い公共施設を整理する取り組
みを進めています。
　この取り組みの一つに、児童館機能を公民館に
統合する計画があります。これは『複合化』という
手法で、従来の「一つの施設（ハコ）に一つの機能」
ではなく、「一つの施設（ハコ）に複数の機能」を持
たせるものです。複合化により、ロビーやトイレな
どの部屋を可能な限り共有し、今までの機能を維
持しながら延床面積（公共施設に係る負担）を削
減することができます。さらに、児童館機能を利用
する子どもたちと、公民館を利用することが多い
大人との交流が生まれ、新たなにぎわいの創出や
地域力の向上が期待されます。
　多治見市では、平成25年に「児童館」「公民館」
「地区事務所」の３つの機能を持つ複合施設として

公共施設管理室
林　TEL22‒1376

根本交流センターを建設し、子どもから高齢者まで
多世代が集い、交流するイベントが多数開催されて
います。
　人口減少や高齢化などによる厳しい財政状況の中
では、「今ある施設（ハコ）」を同じように維持するの
ではなく、「今あ
る機能」が真に必
要なものかを見
極め、必要な場合
は効率良く残して
いくための検討
を進めることが
大切です。

　市の公共施設の現状を把握でき
る公共施設白書をホームページに
掲載しています。

▲複合施設 根本交流センター
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